十 一 月 号の 『改造』 と 『文芸』 の ある 記事 を 前後し 

て 読んで、 私 はなに か 一 つの 大きい 力 を もった シム 

フォニ ー を 聴いた 時の ような 感情の 熱い 波立ち をお ぼ 

えた。 『文芸』 で、 大宅壮 一 氏が 「転向 讚美 者と その 罵 

倒 者」 という 論文 を 書いて いる。 一方、 力 ー ル. ラデッ 

クが この 八月 第一 回 全 連邦 ソヴ エト 作家 大会で 行った 

報告 演説が、 「プロレタリア 芸術の 課題」 という 見出し 

で 翻訳され て 『改造』 にの つてい る。 

二つの 論文 は、 互に もつれ 合い、 響きあって その 底 

にだん だんと 高まる 光つ た 歴史的 現実の 音波 を 脈打た 

せて いると いう 印象 を、 私の 心に 与えた のであった。 



れ われに 示した。 

そもそも 転向 作家に 対して その 行為 を 批判し 得る の 

は、 抵抗し つづけて いる 者 だけで あると いう 結論に 至 

るら しい 大宅 氏の意見 はも つ ともで あると うなずかれ 

た。 

転向と いう 文字が 今日の ような 内容 を ふくんで 流布 

する ようにな つたの は、 正確に は 去年の 初夏 以来で あ 

リ、 (佐 野. 鍋 山 ニニ 田 村 その他 共産党 指導者た ちが 従 

来の 帝国主義 侵略戦争に 反対す るコン ムニ ストた る 立 

場 をす てて、 日本の 中国に 対する 侵略行為に 賛成し、 

支配権 力に 屈伏した 時から) プロレタリア 文学 運動と 



の 関連で 実際的 内容 を もつ ようにな つ たの は 特に 今年 

になって、 プロレタリア 文学者 • 戯曲 家 その他の 屈伏 

が あらわれてから のこと であると 思われる。 基本的に 

いなかる ものから、 どう 転向した かとい うこと を 明確 

に 批判し 得る の は 〔# 「るの は」 に X 傍点、 伏字 を 起こし 

た 文字 r 抵抗 者た ち 〔# 「抵抗 者た ち」 に X 傍点〕 であり、 

文学 運動の 面に ついて この 問題 をと りあげる とすれば、 

ブル ジョァ 文学に おいてで はなく、 問題の 本質 は プロ 

レタ リア 文学の 問題で あると いうの も、 正当な 理解で 

あると 考えた。 

大宅氏 は、 嘗ての プロレタリア 評論家た ちが、 この 



の 過程と、 それ 以後の 思想 的 傾向 を 明らかに していな 

いという ことで ある。 

いっから となく 私の 心に 生じて いる 疑問と 探究心と 

は、 これらの 注意に よって 一 層 鋭く される の を 感じる _ 

本当に、 文学に おける 才能 や 作家と しての 閲歴の ある 

村 山、 藤 森、 中 野、 貴 司 その他の 人々 が 自他と もに 大 

きい 〔十三 字 伏字〕 (復元 不可能) 経験の 中から、 どう 

して 人の 心 を 深く うち、 歴史と いう もの を まざ まざ 髡 

髴 せしめる ような 制作 を しないの であろう か。 

先頃 立 野 信 之が 「友情」 という 小説 を 書いた。 それ 

を 村 山が 評した 言葉 のうちに、 主人公の 態度 を 全 運動 



である。 (作家 的 再出発) 

プ ロレ タリ ァ 文学 運動が 成熟 すれば する ほど その 裾 

は 幅広く、 襞 は 多い ものと なって 前進して ゆく であろ 

うから、 もとより 私 は 自分 を もこめ る さまざまの 作家 

が、 それぞれの 可能性の 上に 立って、 たっぷり 仕事 を 

やって ゆき、 その 質 を 高めて ゆく こと を 自然で あると 

信じて いる。 

もっとも 正直な 打ち あけ 話 をす ると、 私 は ある 初歩 

的な 時期、 一 つの 疑問 を もった ことがある。 それ は、 

どうして プロレタリア 文学 運動の 中で は、 一例 を あげ 

れば 職場での ストライキが 高潮に 達した 時に あぶなつ 



に、 何 か腑に 落ちず、 居心地 わるい 心 持 を 与えられる 

ものが ある。 あのよう にいい 頭と いわれる 頭 を もって 

いて、 自分た ちが、 転向す るよう になった 気持が 自分 

にもよ く 分らない といって それ を 押す の は、 事情 も あ 

ろうが なぜな のであろう。 私に は 杉 山 氏の ように 皮肉 

にだけ 思う ことができない。 細い こと、 筋のと おった 

こと は 分らない が、 とにかく 〔五 字 伏字〕 (復元 不可能) 

得 だとい う 点 だ け に は 悟りが 早かった の だとい う 意地 

わるい 言葉が 通用す るであろう か？ 私 はくちお しい 

気がする ので ある。 

谷 崎 潤 一郎 氏が 「春 琴抄」 を 書いて、 世評 高かった 



琴抄」 が 示して いる いわゆる 完成の 本質と を くらべて 

見て、 私 は大谷 崎と いう 名で 呼ばれる 一人の すぐれた 

作家で さえ、 文学の 手法 や 傾向 をと おして 支配して い 

る 日本の 封建 制の 根強 さに、 新たな 反省 を 呼びお こさ 

れ たのであった。 

ブル ジョァ • イン テリ ゲ ン チ ァの 作家で も ロマン- 

口 ー ラン ゃジ イド は 老いて ますます 數智と 洞察と を ひ 

ろめ、 恐れ を 克服し、 人生の 真理に 肉迫して 行って い 

る。 それと 対照して、 日本の 大作 家 は 壮年 期の 終りに 

もう 「描写な ど 面倒く さくな り」 (谷 崎) 知的 発展に お 

いて は 勇気 を 失い、 隠居 をして しまう の は、 (窪 川の 言 



葉 を 借りれば) 自己の 喪失に 陥る の はどうい う もので 

あろう。 日本で いう 大作 家の 風格と いう ものの 内容 は、 

古い 文人 時代の 内容から、 社会性に おいてそう 大して 

新しくな つてい ると 思われな いので ある。 あのような 

文学的 発足 をした 谷 崎 氏に あつ てそうで あると すれば、 

その他の 日本の 代表的 ブル ジョァ 作家が、 はたして ど 

の 程度に インテリ ゲン チアと して 今日の 封建 性に 対す 

る 筋骨の 剛さを 実際 力と して 備えて いるか、 疑わしい 

と 思う。 

大宅氏 は、 『文芸』 の 論文で 腹立たしげ な 口ぶり を 

もって、 「日本の 文化 全体 を 支配して いる 安価な 適応 



性の 一 つ」 として 転向の 風に 颯爽と 反抗す る プロ レタ 

リア 作家の 見えない こと を 痛憤して いる。 階級 的 立場 

の はっきりした 人物 は、 今日、 加 藤 勘 十が 見得 を 切つ 

ている ような 風に はふる まえない。 そういう 情勢で あ 

るから こそ、 いわば かって 個人的な 作家 的 自負で 立つ 

ていた 時代の プロレタリア 作家が、 心理的 支柱 を 見 

失って 転落す る 必然が あるので あろう か。 

それにし ろ、 日本の インテリ ゲン チアが 特殊な 歴史 

的 重荷 を も つ ている こと は 争えない 事実で あると 思う _ 

おくれた 資本主義 国と して、 半 封建の まま 忽ち 帝国 主 

義に 発達す る テンポの 早い 歴史 は、 日本の インテリ ゲ 



無理が とおれば 道理が ひっこむ、 という いろは 歌留 

多の 悲しい 昔ながら の 物 わかりよ さが、 感傷 をと も 

なった 受動 性 • 屈伏 性と して、 急進的な 大衆の 胸の 底 

にも 微妙な 形に 寄生して いる。 プロレタリア 作家が 腹 

の 中で その 虫に たかられ ている 実証 は、 「白夜」 その他 

同じ 傾向の 作品の 調子に 反響して いる。 

もし、 おのおのの 主人公 をして 事 そこに 到らざる を 

得ない ようにした 錯綜、 また 〔三 字 伏字〕 (復元 不可能) 

配置され た 紛糾 混迷な ど を 描き出して、 せめて は 悲劇 

的な ものにまで 作品 を 緊張 させ 得たら、 人 は 何 かの 形 

で 今日の 現実に 暴威 を ふるう 権力の 害悪に ついて 真面 
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